
油
売
り

4

4

4

と
オ
ン
ベ
と
マ
ム
シ
の
三
人

が
農
協
の
役
員
室
で
ゴ
ダ
グ
を
並
べ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
「
農
協
に
用
が
あ
る
」

と
称
し
て
、
畠
か
ら
逃
げ
て
き
た
連
中

で
あ
る
。

オ
ン
ベ
「
こ
の
相
馬
村
な
ど
を
『
山
の

奥お
く

の
方
』
な
ど
と
弘
前
の
マ
ジ
の
人
達

が
言
う
け
れ
ど
も
、
大
昔
、
平
野
部
の

方
よ
り
も
山
や
海
に
近
い
所
に
人
が
多

く
住
ん
で
い
た
の
だ
よ
」

マ
ム
シ
「
田
が
少
な
く
て
も
？
」

オ
ン
ベ
「
米
食
以
前
、
開
田
以
前
の
時

代
は
、
山
間
部
の
住
人
は
ケ
ダ
モ
ノ
の

肉
や
山
菜
を
主
食
と
し
て
い
た
ん
だ
。

海
の
方
の
人
た
ち
は
魚
を
…
長
野
県
や

山
梨
県
な
ど
を
見
ろ
よ
。
田
が
少
な
い

の
に
…
」

油
売
り
「
と
こ
ろ
で
、
本
県
に
同
じ
村

か
ら
国
会
議
員
が
二
人
出
た
所
…
ど
こ

だ
？
」

オ
ン
ベ
「
ウ
ー
ン
、
こ
の
相
馬
村
と
…

上
北
郡
の
旧
上
北
町
か
？　

森
田
重
次

郎
（
自
民
）
と
米
内
山
義
一
郎
（
社
会
）。

津
島
文
治
知
事
が
「
本
県
に
岩
木
山
、

八
甲
田
山
の
ほ
か
米
内
山
と
い
う
恐
山

が
あ
る
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
が
、
こ
れ

は
名
ジ
ョ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い
る

な

ー
」

オ
ン
ベ
「
と
こ
ろ
で
衆
議
院
の
選
挙
？　

菅
の
ネ
ン
プ
タ
で
は
自
民
党
も
ハ
ラ
ハ

ラ
か

│
」

油
売
り
「
こ
の
間
の
横
浜
市
の
選
挙
で
、

自
分
の
地
盤
で
あ
り
な
が
ら
大
敗
し
た

な

ー
」

オ
ン
ベ
「
あ
の
人
は
苦
労
人
で
努
力
家

で
首
相
に
ま
で
な
っ
た
人
だ
が
、
田
中

角
栄
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
が
な
い
。
い

つ
も
警
戒
し
て
い
る
よ
う
な
表
情
だ

な

ー
」

マ
ム
シ
「
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
紳
士
の

条
件
は
服
装
と
ユ
ー
モ
ア
だ
そ
う
だ
」

オ
ン
ベ
「
二
階
幹
事
長
の
人
相
も
古
色

蒼そ
う

然ぜ
ん

た
る
も
の
だ
」

油
売
り
「
二
階
？　

小
池
百
合
子
に
あ4

や
つ
ら
れ
て

4

4

4

4

4

」

マ
ム
シ
「
大
島
理
森
氏
は
引
退
す
る
よ

う
だ
が
、
あ
の
人
も
笑
顔
を
見
せ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
な

ー
」

８
／
25
記
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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